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教職科目 A 初等家庭科教育法

住まい・まち学習

－「集まって住む」ことの意味を問う－

家政教育講座・曲田 清維

１．はじめに

数年ぶりに初等家庭科教育法（後学期 ２

回生対象 主担当教員は田中弘子教授）をピ

ンチヒッターとして担当した。２時間×２回

という限られたものであったが、久しぶりの

登板は新鮮かつ刺激的であった。何よりも

138 名という大人数であり、また教員養成カ
リキュラムが大幅に変わって、受講生もその

変化をなにがしか感じ取っているのではない

かとの期待もあってのものである。

従って、集計等可能な授業評価アンケート

をもとにした紹介ではなく、初等家庭科教育

法全体の FD 報告としては不十分であること
を前提にしつつ、また２回にわたる授業レポ

ートのうち、主として第２回目のものを素材

としながら綴っていく。

家庭科教育は、その手法や対象が多様なた

め、初等家庭科教育法でも、背景となる分科

学ー住居学、食物学、被服学、保育学、家庭

管理学、社会福祉学等ーの相互関連性を踏ま

えつつ、家族・個人と社会との関連性、或い

はそこで繰り広げられる諸問題のとらえ方と

解決の方向性を理解することが欠かせず、そ

の上で教材のあり方、構成の仕方などを考え

ることが大切である。担当した２回の授業内

容の項目は以下である。

◇①学習指導要領に基く家庭科住領域の解説

②生活を巡る諸問題－生活の発展の仕方

③家族と住まいを巡る諸問題

④住教育の持つ意味

【アニメ：バーバパパのいえさがし】

◇⑤住教育の５本柱

⑥住教育のカリキュラム

⑦住教材の事例紹介

⑧協働で住むことの意味

【スライドビデオ：ユーコート物語】

家庭科教育の受け持つ多様なテーマのう

ち、主として住教育（或いは住まい・まち学

習、住環境教育）に絞って、その位置づけと

内容及び現代的テーマとの関連性を紹介し

た。

担当時間の第１回目は「住まいと家族」、

第２回目は「集まって住む」をテーマに話を

進めた。手がかりとした受講生の声は、１回

目については住教育の枠組み紹介の後、アニ

メーションビデオ「バーバパパのいえさがし」

を視聴し、「住まいと家族の関係」をテーマ

に感想を書いてもらった。２回目については、

住まいや居住地の抱える問題を学校教育でど

う取り上げるのか、さらに教材としての可能

性を追求した後、スライドビデオ「コーポラ

ティブハウス ユーコート物語」を視聴し、

特に「『集まって住む』とはどういうことか」

を問うた。

受講生の感想文はいずれも面白いものばか

りであるが、ここでは２回目の「集まって住

む」ことの感想を手がかりに報告していく。

２．「コーポラティブハウス」とは

コーポラティブハウスは、土地の取得から

計画・設計・建設・居住・管理のすべてのハ

ウジングプロセスに専門家の支援を受けつつ

も住み手たちが主人公になる住まいコミュニ

ティづくりの方式のことであり、「ユーコー

ト」は約 20 年ほど前に京都市郊外に建てら
れた初期のコーポラティブハウスである。

受講生に対して「集まって住む」ことの問

いは、ユーコートで繰り広げられるコミュニ

ティとプライバシー（公と私）の調和をどう

みるのか、或いは逆に、今日の公と私の対立

とどう重ね合わすことが出来るかを、受講生

の声から引き出そうとしたものである。

２－１ 受講生の驚き－協働で建築し、管理

し、運営していく集合住宅の紹介は初めて

・コーポラティブ住宅といったものがあるこ

とを初めて知って驚いた。

・ユーコートをみてとても驚いたのと同時に

感動した。

・48 世帯（入居世帯）が集まって土地を取
得し、どの部屋を確保するかも自分たちで

決めマンションを建てるという仕組みを初

めて知った。
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・ユーコートはコミュニケーションを重視し

た今まで自分が知らなかった暮らしの形態

でした。

・現代の近所付き合いの希薄な生活に慣れて

いる私にとっては何となく不思議な光景に

見えました。

２－２ コーポラティハウスは「住宅」或い

は「まち」なのか

・住み手参加の住宅づくり、住環境づくりを

実践していたユーコートは、それぞれの思

いや希望がかなえられつつも、同じ空間で

住むということがきちんと意識されており

小さな町に住んでいるような感覚すら感じ

ました。

・「集まって住む」ということを最初聞いた

とき、住宅街かなと思いました。しかし、

ビデオを見て、そこに住む人々がまるで家

族のように協力し合って暮らしていく様子

のことなのだと分かりました。

２－３「集まって住む」ことへの直接的返答

・住環境の中に自分以外の他人、つまり家族

だったり、隣人がいることで生活派より豊

かなものになる。他人に気を遣わねばなら

ない反面、触れ合いや教え合い、助け合い

という面もある。

・「集まって住む」ことは様々なことを周り

の人々とともに共有することだと思いまし

た。

・大切なことは、お互いが共通の理解を持っ

て、助け合いながら生活していくことだと

思いました。

・「集まって住む」ことは「共に生きる」こ

とであり、人間社会の原点であると思う。

人は一人では生きていけません。集まって

みんなで環境を整え、暮らすことは互いを

支えながら生きていくことを示すと思いま

す。

２－４ 「集まって住む」ための工夫

コーポラティブハウスの建築・管理・運営

には幾つもの工夫が見られる。受講生の捉え

たものを上げてみる。

・家族や集合住宅内での行事や交流など、と

ても魅力的で、「つながり」ということを

強く感じさせる様子が数多く描かれていま

した。

・3 年 8 ヶ月という年月をかけて、納得がい
くまで住民全員が快適に暮らせるように話

し合いを重ねた結果である。また建設後も

それぞれが個別に自分勝手に暮らすのでは

なく、定期的にイベントを設けてより良い

生活ができるよう配慮がなされていたこと

も共生する上で大切なことであると思う。

２－５ 個性的であること

コーポラティブハウスの魅力は、各住戸を

はじめ、共有空間がとても個別的、魅力的に

出来ていることである。

・どんな部屋にするかを住民自身が決められ

るのはとても面白いと思いました。

・それぞれの希望や用途に合わせて自由に設

計できたり、近所の人とのコミュニケーシ

ョンがとれたりと魅力的な試みが沢山され

ていた。

・玄関や内装が自由にできることやベランダ

で植物を育てるというところに個性が表れ

ると思った。

２－６ ユーコート内のプライバシーの問

題について

「集まって住む」ことの意義そして意味に

ついても多くの受講生は承知しつつも、いざ

自分の住み方と重ね合わすと、否定的な意見

が実は数多く出現する。

・私は近所付き合い（地域との関わり）とい

ったものに対してあまり思い入れがないた

め、逆にプライバシーが犯されるようで少

々不安を抱いた。

・家のドアもガラス張りで外に自分たちの生

活をさらけ出しているような気がして個人

的にはあまりいい気がしなかった。

・密接すぎて個人的には今回の住まい（ユー

コート）には合わないと感じました。

３．おわりに

「集まって住むこと」を通して「公と私」

を問うたわけだが、表向きの「集まり」「触

れあう」ことの意味は十分に承知しつつも、

いざ自分たちでそうした住み方或いはコミュ

ニティづくりになると、当然のことながら腰

が引ける学生が多く存在する。住空間に係わ

る学習を通して、地域・家庭・学校でのコミ

ュニケーションづくりを何とか育みたいとい

うのが、実はもう一つの目的でもある。




